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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は水稲の組織培養に関して, 特に従来困難とされていた水稲組織からのカルス誘導とカルスから
の器官再分化について基礎的研究を行なったもので, その主なる成果を要約するとつぎのとおりである｡
1 脱分化について 水稲組織からのカルス誘導 (脱分化) は, 2, 4-D (2, 4-Dichlorophen
oxyaceticacid), NAA(α-Naphthalenaceticacid),IAA(Indoleaceticacid)のいずれのオーキ
シンによっても行なわれたが, カルス誘導作用の強さには各オーキシン問に著しい差異があり,2,4-D>
NAA>IAAの順であった｡ また誘導に必要なオーキシン濃度はタバ コの場合の30- 1,000倍という高濃度
であった｡ オーキシンによるカルス誘導は肱, 茎節, 梶, 紡, 子房など供試したすべての組織においてひ
きおこすことができた｡
2 再分化について オーキシンを含んだ培地で培養したカルスをオーキシンを含まぬ培地に移値する
ことによって, はじめて根および茎葉が形成された｡ このカルスからの器官再分化は磨, 梶, 基節, 蘇,
子房のいずれの組織から誘導されたカルスにおいても, また2, 41D, NAA,IAAのいずれのオーキシ
ンによって誘導されたカルス においてもみとめられた｡ カルスの器官再分化は培養前歴の影響を強くう
け, 培養中のオーキシン濃度が高いほど, また継代培養期間が長いほど再分化能は低下した｡
3 個体の復元について 異なった組織由来のカルスから器官再分化して得られた幼植物を, 試験管外
へとりだして自然環境下で水耕ないし土桝で栽培を行ない, 出穂開花まで到達させることに成功した｡
これら復元植物の染色体数, 外部形態, 花粉および種子稔性をしらべたところつぎのようであったO 腫
および茎節由来のカルスから得られた復元植物はすべて2倍体であったが, 子房由来のカルスからは2倍
体のほかに4 倍体が, また紡由来のカルスからは 2 倍体のほかに半数体, 3 倍体, 5 倍体が得られた｡ こ
れらの種々の倍数体はその倍数性に対応した特長ある外部形態を示した｡ また花粉稔性は2倍体>4倍
体>3倍体>5倍体> 半数体の順であり, 種子稔性は2倍体が91%, 4倍体は4%で, そのほかの倍数体
は結実をみなかった｡
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ことがその原因の一つであろうと指摘している. またカルス誘導は月も 茎節, 梶, 蘇, 子房などほとんど








いる｡ これら復元植物には通常の2培体のほかに半数体, 3培体, 4培体, 5培体のものが含まれており
それぞれの培数性に対応した特徴ある外部形態を示している｡ このように同一植物から種々の培数体が同
時に得られた例は珍らしく, また 5 倍体水稲はこれまで得られていない｡
以上のように著者は従来困難とされていた水稲からのカルス誘導およびカルスからの器官再分化を可能
ならしめる条件を明らかにし, また倍数性を異にした水稲個体の育成に成功しているO これらの業績は椿
物生理学上また遺伝学上貢献するところが少なくない｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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